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１．はじめに 

富士山は独立峰であり，その山頂は自由対流圏に位置す

ることから，大陸からの越境汚染を調査するのに適した場所

であり，オゾン，CO といった微量気体から，粒子状物質まで

観測が行われている．しかしながら，大気汚染物質として重

要な窒素酸化物に関して、2014 年に NOxの計測は行われ

たが、総反応性窒素酸化物（NOy）の計測が行われたことは

なかった．本発表では，大気汚染物質として重要な一酸化

窒素（NO）と，総反応性窒素酸化物（NOy）を，市販の化学発

光法による窒素酸化物計を改良した装置を用いて，2015 年

夏季に富士山頂にて計測した結果とその濃度変動要因に

ついて報告する． 

 

２．方法 

2015年8月8日～8月19日の計12日間，旧富士山測候

所にて，大気 NO，NOy濃度の計測を行った．NO と NOy濃

度の計測は，市販の Mo コンバータ化学発光分析装置

（Thermo Fisher Scientific, model 42i-TL）を改良して用いた．

Mo コンバータを大気サンプル取り込み口に直接取り付ける

ことで硝酸や PAN，有機硝酸を含んだ，NOy（総反応性窒素

酸化物）と呼ばれる化合物群を測定できる．NOyはNOxに比

して大気中での寿命が長いことから，窒素酸化物の越境汚

染の指標として有用である．装置の校正は，NO 標準ガスと

ゼロガス発生装置（Thermo Fisher Scientific, model 88）を用

いて，観測期間の前後に富士山頂にて行った． 

 

３．結果と考察 

観測結果を図 1 に示す．富士山頂にて観測された NO，

NOy濃度はそれぞれ最大1.1 ppb，3.0 ppbを示した．8月8

日から 8 月 11 日の期間に NO，NOy濃度が高く，日変化を

観測した．この期間5合目や山麓といった近隣から排出され

た窒素酸化物の影響を強く受けた可能性がある．NO 濃度

の低い期間を近隣からの排出の影響が非常に小さい期間と

仮定し，当期間の NOy濃度と O3濃度の相関を調べた．NOy

濃度と O3 濃度によい相関（r=0.63～0.84）がみられ 1)，期間

毎に 3 つのグループに分類された．これら気塊は，後方流

跡線解析より，東シナ海海洋から輸送された清浄な気塊，中

国大陸北部・韓国，および中国大陸南部を経由した汚染さ

れた気塊と，異なる地域から富士山頂へ輸送された可能性

を示した．当期間の中国大陸北部・韓国（B:8/14 21:00-8/16 

19:00）および中国大陸南部（A:8/13 10:00-8/14 4:00）で観測

されたNOy平均濃度と東シナ海海洋（C:8/17 10:00-8/18 3:00）

から輸送された清浄気塊の NOy平均濃度は 0.93 ppb，0.59 

ppb，0.27 ppbであった（表 1）．富士山頂で観測したNOy濃

度は気塊の起源により変動しており，観測期間中の中国北

部および中国南部から輸送された気塊の NOy 濃度は東シ

ナ海由来の気塊に比べてそれぞれ，0.66 ppb，0.32 ppb 高

かったことが分かった． 

 

４．まとめ  

2015 年夏季富士山頂にて NO と NOy濃度の観測を行っ

た．NO，NOy濃度は，それぞれ検出下限（0.12 ppb）~1ppb，

検出下限（0.10 ppb）~3ppb の間で変動した．NOy-O3の相関

解析と後方流跡線解析より，NOy 濃度は富士山頂に到達し

た気塊の起源（中国南部，中国韓国，東シナ海）により変動

していることを明らかにした． 
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図1. 2015年富士山頂におけるNOとNOyの観測結果 
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表1. 後方流跡線解析から推定した起源毎の 

NO, NOy, O3平均濃度 

 A:中国南部 B:中国韓国 C:東シナ海 

[NOy] /ppb 0.59 0.93 0.27 

[NO] /ppb 0.11 0.10 0.01 

[O3] /ppb 39 70 33 

東シナ海との
[NOy] 差 /ppb 

0.32 0.66 - 

 


